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 2 つ目は、最低気温マイナス 25度、ブリザードが吹く南極での調査の体験談である（第 5章・
コラム 3）。極寒の過酷な環境では、調査の大前提は死なないことであり、入念かつ万全の準備と
装備が必要となる。調査中の住まいはテントであるが、南極ではテントの生地が 1 ヶ月もすると
劣化するほどオゾンホールの影響で紫外線が強烈だ。食事は荷物の軽量化を図るため、乾麺やフ
リーズドライ食品である。そう聞くと、粗末な食事を想像するが、現在では南極調査用のフリー
ズドライ食品「極食」が開発され、魚の塩焼きから海老チリ、ステーキ、刺身までかなり豊富な
メニューがあるのに驚いた。本書は各章が異なるフィールドワーカーの体験記なので、興味のあ
る章から読んでいくことができる。今、自分が暮らす場所とは違う環境や文化をぜひ疑似体験し
ていただきたい。 
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